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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月29日(2020.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の請求項１に係る動画再生装置は、動画再生装置において、動画に含まれる複数
の被写体を検出して追尾する追尾手段と、前記追尾手段により検出された前記複数の被写
体の位置情報を取得する取得手段と、前記位置情報に基づき、前記複数の被写体のそれぞ
れの間の距離を算出する算出手段と、前記動画における、前記算出された距離が閾値より
小さい期間に基づき、前記複数の被写体のそれぞれが所属するグループを決定する決定手
段と、前記動画の拡大率を変更する変更手段と、前記変更手段により前記拡大率が変更さ
れた際、前記決定されたグループの数に応じた複数の分割画面に、前記動画の対象フレー
ムのうち前記グループごとに所属する被写体が含まれる範囲それぞれをレイアウトして前
記動画を再生する再生手段とを備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　ステップＳ８０６では、決定されたすべてのグループのレイアウトに関するレイアウト
情報を生成し、本処理を終了する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画再生装置において、
　動画に含まれる複数の被写体を検出して追尾する追尾手段と、
　前記追尾手段により検出された前記複数の被写体の位置情報を取得する取得手段と、
　前記位置情報に基づき、前記複数の被写体のそれぞれの間の距離を算出する算出手段と
、
　前記動画における、前記算出された距離が閾値より小さい期間に基づき、前記複数の被
写体のそれぞれが所属するグループを決定する決定手段と、
　前記動画の拡大率を変更する変更手段と、
　前記変更手段により前記拡大率が変更された際、前記決定されたグループの数に応じた
複数の分割画面に、前記動画の対象フレームのうち前記グループごとに所属する被写体が
含まれる範囲それぞれをレイアウトして前記動画を再生する再生手段とを備えることを特
徴とする動画再生装置。
【請求項２】
　前記対象フレームにおける、前記グループの範囲それぞれの中心位置及び前記複数の分
割画面の配置位置に応じて、前記複数の分割画面に前記グループの範囲がレイアウトされ
ることを特徴とする請求項１記載の動画再生装置。
【請求項３】
　前記対象フレームのうち前記グループの範囲それぞれを、前記中心位置を中心に前記変
更された拡大率に拡大し、前記中心位置が前記複数の分割画面の夫々の中心に位置するよ
うに配置することを特徴とする請求項２記載の動画再生装置。
【請求項４】
　前記追尾手段は、顔の類似度情報に基づき前記動画の異なるフレーム間で同一被写体か
否かを判断する判断手段を更に備え、
　前記取得手段は、前記複数の被写体の位置情報として、前記複数の被写体に対する顔検
出枠の中心となる座標を取得することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載
の動画再生装置。
【請求項５】
　前記追尾手段は、テンプレートマッチングにおける類似度情報に基づき前記動画の異な
るフレーム間で同一被写体か否かを判断する判断手段を更に備え、
　前記取得手段は、前記複数の被写体の位置情報として、前記複数の被写体に対するテン
プレート枠の中心となる座標を取得することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項
に記載の動画再生装置。
【請求項６】
　動画再生装置の制御方法において、
　動画に含まれる複数の被写体を検出して追尾する追尾ステップと、
　前記検出された前記複数の被写体の位置情報を取得する取得ステップと、
　前記位置情報に基づき、前記複数の被写体のそれぞれの間の距離を算出する算出ステッ
プと、
　前記動画における、前記算出された距離が閾値より小さい期間に基づき、前記複数の被
写体のそれぞれが所属するグループを決定する決定ステップと、
　前記動画の拡大率を変更する変更ステップと、
　前記拡大率が変更された際、前記決定されたグループの数に応じた複数の分割画面に、
前記動画の対象フレームのうち前記グループごとに所属する被写体が含まれる範囲それぞ
れをレイアウトして再生する再生ステップとを有することを特徴とする制御方法。
【請求項７】
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　コンピュータを請求項１乃至５のいずれか一項に記載の動画再生装置の各手段として機
能させるプログラム。
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